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市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
行
政
効
果
の
向
上
牽
め
ざ
し
、

五
日
付
で
機
構
の
改
革
と
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
機
構
改
革
で
は
、
市
政

を
す
す
め
て
い
く
上
で
、
従
来
か

ら
課
題
と
な
っ
て
い
た
も
の
や
緊

急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
夕
整
備
ず
る
た
め
、
課
や
室
、

係
の
新
設
、
再
編
舎
汀
っ
て
い
ま

す
。
主
な
内
容
で
は
、
組
織
の
充

実
と
体
制
か
確
立
す
る
た
め
、
各

部
に
次
長
制
夕
尋
入
。
そ
し
て
、

事
務
管
理
部
門
の
充
実
の
た
め
企

画
管
理
部
に
総
務
課
か
薪
設
し
て

い
卓
子
。
ま
た
、
緊
急
課
題
と
な

っ
て
い
未
了
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、
六
十
三
年
京
都
国
体
の

7
月
5
日

2
6
8
人
の
人
事
異
動
も
実
施

ご
注
意
く
だ
さ
り

事
務
室
を
再
配
置
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Ｓｉｌ吸収係）

資産税課（土地係、家屋係、價却資産諸税係）

納税ａ（収納係、納税第ｌ係、納税ＳＳ

2係．竹理係）

文通労政課（労政係、文通月策火災共済≫．）
市民ａ（市尺係、住尺登ｓｉ係、ｆ””ｌ5係）

農林茶業ａ（ｓｔ政係、農産茶裳係、山林耕

地係）
商工観光ａ（商工観光（≪、消費生活係）

う

保険年金ａ（保険係国民年金係）

同和村策室（同和対Ｓ係）Ｌ

｛稗法隣保館

木幡河原隣保館
生活環境部環境保全ａ（環境衛生係、公害貧ｆ策係）¬

保≪予防課（予防係、保健指導係）

ｉ－清掃事務所鹿務課（庶務係）‾［

事業課（事裏係）

消防長一消防本

検査室

理課（庶務係、管理係．

占用明示係）
木ａｔ（道路係、河川係）

道路六帳係．

計両課（庶務係、計両係、事業係、公

園係）
遊ａｓ（庶務係，Ｊｔ画係．事業係）

ｔ導課（開兌指導係．ａｓｓ指導係）

ｉ偏失対事業ＳＳ（工事係．維持係．失対

管理係，失対事業係）

（建築第ｌ係、建築第2係）

（住宅係、営繕係）

（用地第ｉ係、用地第2係）

公民館

木幡公民館

小倉公民館

総務課
警ｆｔ課

予防≫

市民体育係）

（青少年係）
（事裏係，市民図書係）

（ＢＦ．務係、ｍ防団係）

（警防（≪．ＪＳＪｉ係）

（予防係、危険物係．建築設備係）

防第ｉａｓ（指導係、驚備第ｉ係）
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防分署（指導係、警備第1係、警

ｆｌｌ第2係）

西宇治消防分署（指傅係．警備第1係、警

偏第2係）

西小倉消防分？！（指導係、警備第1係、腎

議’会一事ａｓ（ａ事係

挙管理委ｎ会一事務局

査ｓ貝一事務局
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市民サービスの充実へ。明るくて広い

新庁舎福祉事務所の窓口。

庁舎配置図

至
宇
治
橋

準
備
を
す
す
め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
準
備
室
か
薪
設
し
担
当
参
事
を

配
置
に
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
財
産
管
理
業
務
や

契
約
業
務
の
再
編
、
清
掃
業
務
の

体
制
充
実
、
建
設
部
門
所
管
工
事

の
検
査
、
管
理
体
制
や
大
型
事
業

に
か
か
る
関
連
事
業
な
ど
の
体
制

強
化
、
生
活
保
護
業
務
の
充
実
な

芦
を
図
る
た
め
、
機
構
か
整
備
し

ま
し
た
。

な
お
今
回
は
、
新
庁
企
彙
一
期

工
事
の
完
成
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

消
防
庁
舎
に
入
っ
て
い
た
建
築
課

と
営
繕
課
が
本
館
三
階
に
、
ま
た
、

プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
の
企
画
課
が
本
館

三
階
に
移
る
ほ
か
、
新
設
の
国
体

堅る
な
ど
事
務
室
の
再
配
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。

市
役
所
へ
お
越
し
の
と
き
で
、

課
の
場
所
や
業
務
内
容
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本

館
の
受
付
で
お
気
軽
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

農裏委貝会一事務局
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▼新庁舎1階

▼新庁舎2階

▼新庁舎3階（4階は傍聴席など）
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皿
魯 口

▼新館1階

▼新館2階

▼新館3階

入口

▼本館1階

▼本館2階

▼本館3階

入口

⊇］

課の配置が

変わりました

市
役
所
庁
舎
の
ご

案
内

市
で
は
、
去
る
七
月
五
日
に
行
っ
た

機
構
改
革
と
人
事
異
動
に
伴
い
、
庁
舎

事
務
室
皐
ハ
幅
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
消
防
署
、
水
道
庁
舎
、
教
育

委
員
会
は
従
来
の
配
置
で
す
。

▼本館地下

便
所

市の機構を改革

市
の
し
く
み

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
　
京
都
国
体
　
各
準
備
室
を
新
設
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に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

16万市民の文化の殿堂づくり（7月5日の起工式）

が
収
容
で
き
る
大
ホ
ー
ル
と
四
百

人
収
容
の
小
ホ
ー
ル
、
リ
ハ
ー
サ

ル
室
、
練
習
室
が
設
け
ら
元
未
丁
。

大
ホ
ー
ル
は
舞
台
牽
否
7
と
り

多
目
的
に
使
用
で
き
、
小
ホ
ー
ル

は
音
楽
会
も
で
き
る
専
門
的
な
ホ

ー
ル
に
な
っ
て
い
康
ｙ
。
ま
た
、
両

ホ
ー
ル
と
も
車
い
す
席
か
確
保
、

特
に
大
ホ
ー
ル
は
移
動
席
夕
殴
け

ば
車
い
す
席
と
し
て
利
用
で
き
る

ぷ
つ
に
な
っ
て
い
ホ
ヂ
。

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
展
示
室
、

収
蔵
庫
の
他
、
研
究
機
能
か
石
つ

建
物
で
、
展
示
室
は
第
一
・
第
二

展
示
室
か
ら
な
り
、
作
品
内
容
に

よ
っ
て
使
い
分
け
、
一
体
的
に
扱

う
こ
と
も
で
孝
柔
ｙ
。

府立
山城総合・運動公園

ぴ

中
央
公
民
館
は
、
展
示
室
、
実

習
室
、
会
議
室
、
保
育
室
を
備
え

た
公
民
館
活
動
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
施
設
に
な
っ
て
い
未
了
。

特
に
、
展
示
室
は
、
市
の
代
表
的

規
模
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
痔
ち
、
二

百
人
程
度
の
集
会
に
も
便
用
で
き

る
ぷ
っ
に
な
っ
て
い
未
丁
。

中
央
図
書
館
は
、
一
般
開
架
室
、

青
少
年
・
児
童
開
架
室
、
視
聴
覚

室
、
簒
壁
な
芦
で
構
成
。
ま
た
、

市
民
が
知
り
た
い
と
望
石
碑
報
を

提
供
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
か
設

廿
手
。計

画
に
市
民
の

声
を
反
映

意
に
よ
る
六
十
年
を
目
標
に
し
た

総
合
計
画
か
采
定
し
、
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
の
建
設
か
計
画
。
五
十

五
年
に
折
居
台
一
丁
目
の
六
・
四

お
を
建
設
用
地
と
し
て
確
保
し
ま

し
た
。

五
土
〈
年
七
月
に
は
、
専
門
家

や
学
識
経
験
者
な
芦
雨
民
の
代
表

二
十
三
人
の
委
員
で
構
成
す
る
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
‐
建
設
懇
談
会

を
設
置
。
市
民
の
声
を
生
か
し
た

市
民
文
化
セ
ン
タ
’
・
‐
づ
く
り
牽
の

ざ
し
て
き
ま
し
た
。

五
十
七
年
二
月
に
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
を
策
定
し
、
「
創
造
す

る
文
化
、
参
加
す
る
文
化
」
の
拠

点
と
な
る
複
合
施
設
の
計
画
が
具

体
化
し
ま
し
た
。
四
月
に
は
基
本

市民文化センター平面図
1階市民文化会館（小ホール）・歴史民俗資料館

楽屋
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4
館
で
構
成
す
る
複
合
施
設

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

文
化
会
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、

中
央
公
民
館
、
中
央
図
焉
翠
備

え
た
複
合
施
設
と
し
て
建
設
を
進

め
て
い
る
も
の
で
す
。

実
施
設
計
で
は
、
東
西
方
向
に

傾
斜
か
痔
つ
敷
地
の
地
形
夕
効
果

的
に
利
用
し
、
四
階
建
て
相
当
の

市
民
文
化
会
館
（
約
″
ギ
四
百
平

方
肩
）
舎
建
設
。
通
路
を
ほ
さ
ん

で
向
か
い
合
う
形
で
歴
史
民
俗
資

料
館
（
平
屋
建
て
、
約
千
二
百
平

方
μ
）
、
中
央
公
民
館
（
一
部
二

階
建
て
、
約
千
四
百
平
方
μ
）
、
中

央
図
書
館
（
平
屋
建
て
、
約
千
四

百
平
方
μ
）
が
階
段
形
式
で
建
て

ら
元
卓
子
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

連
結
し
た
一
体
の
建
物
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
機
能
を
発
揮

し
、
独
立
し
て
利
用
で
き
る
ぶ
コ

配
置
さ
れ
て
い
未
了
。

ま
た
、
い
ず
れ
も
主
要
な
機
能

は
接
地
型
で
、
身
体
障
害
者
や
お

年
寄
り
、
吊
μ
も
が
利
用
し
や
す

い
ぷ
つ
考
汽
ら
元
て
い
床
了
。

一
方
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
南

側
に
は
、
地
区
公
園
と
し
て
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
な
ど

の
運
動
施
設
奮
設
け
ま
す
。

両
ホ
ー
ル
と
も

車
い
す
席
を
確
保

市
民
文
化
会
館
は
、
千
三
百
人

2階市民文化

会館（大ホー

ル）・中央図

書館・中央公民館●

●

リート

（外S（）

●

瞳

●

ｇ

開架閲覧窒

　　●

　　●

●

（I

●

新聞雑誌コーナー

光庭（外部）

展示、集会宣

會庫

ミ

HI業S庫

ブックモビール

　　　　車庫

作業m’磯城s

事務作業室

集会？

冥習－

冥習官

冥習I

59年秋完成に向け

建設着工

位置図

至小倉

ｙ
府育
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市民文化センター完成予想図

市
の
人
口
は
毒
も
な
ぐ
土
〈
万

人
。
1
示
し
、
市
民
の
文
化
・
芸

術
、
計
答
教
豆
錫
の
場
は
、
四

十
年
に
建
設
さ
れ
た
市
民
心
一
館

（
宇
治
市
公
民
館
）
、
木
幡
公
民

館
、
小
倉
公
民
館
に
か
な
ぐ
、
不

十
分
な
も
の
で
し
た
。

市
で
は
五
十
年
に
、
市
民
の
総

設
計
案
か
募
集
。
七
月
に
採
用
案

を
決
定
し
、
五
十
八
年
二
月
に
基

本
設
計
を
確
定
。
さ
ら
に
こ
れ
を

も
と
に
実
施
設
計
を
作
成
し
ま
し

た
。
造
成
工
事
は
四
月
で
完
了
し
、

五
十
九
年
秋
の
完
成
を
目
ざ
し
。

市
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
拠
点

づ
く
ぴ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
で
。

2階市民文化会館（大ホール）・中央図書館・中央公民館3階4階

215

気
軽
に
使
え
る
よ
う
に

長
野
俊
夫
さ
ん
（
6
5
歳
）

（
宇
治
妙
楽
）

版
回
と
油
絵
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て

い
ま
す
の
で
、
中
央
公
民
館
に
工
作
室

（
実
習
室
）
の
設
置
か
塑
ん
で
ぃ
ま
し

た
。中

央
公
民
館
で
す
の
で
、
市
民
絵
画

展
規
疾
の
作
品
の
大
き
さ
を
制
限
せ
ず

に
済
な
天
心
、
ち
っ
と
大
き
な
展
示

室
を
要
望
し
た
い
ぶ
ゐ
。
多
目
的
ホ

ー
ル
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

管
理
・
運
宣
㈲
で
望
み
た
い
こ
と
は
、

市
民
が
気
軽
に
、
自
由
に
出
入
り
で
き

る
ぷ
っ
に
。
手
続
き
な
ど
か
簡
素
に
し

て
ほ
し
い
こ
と
で
す
ね
。
ロ
ビ
ー
で
、

白
山
に
会
心
し
た
り
、
こ
ん
談
し
た
り

で
き
る
雰
囲
気
が
で
き
れ
ば
・
…

中
央
公
民
館
に
期
待
す
る
の
は
、
公

民
館
の
中
心
的
な
拠
点
で
す
の
で
、
調

整
機
関
と
し
て
の
役
目
を
担
っ
て
ほ
し

い
こ
と
で
す
。

ｉ
ｍ
に
は
、
千
年
の
文
化
か
石
っ
た

市民の声
[利用者から］

日頃、公民館サークルなどで、自主的な活動をされている3人の方から、市民文化センターに期待する声などをお聞きしました。

宇
治
で
す
の
で
、
過
去
の
文
化
の
伝
承

だ
け
で
な
く
、
創
造
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
は
と
思
い
ま
す
。
幸
い

市
内
に
は
文
化
人
が
多
く
お
ら
れ
、
指

導
者
に
ｍ
宝
石
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

点
で
、
ち
っ
と
指
勇
嗇
の
堀
り
起
こ
し

に
力
学
ハ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

専
任
職
員
を
置
い
て

小
坂
恵
美
子
さ
ん
（
5
1
歳
）

（
小
倉
町
西
山
）

圀
｀
コ
ー
ラ
ス
を
や
っ
て
お
り
康
ｙ

の
で
、
音
楽
関
係
の
発
表
の
場
と
し
て

市
民
文
化
会
館
の
完
成
舎
付
ち
望
ん
で

お
り
ま
す
。

日
頃
、
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
や
少
年
少
女
合
唱
団
な
ど
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
合
同
演
奏
会
を
開

く
こ
と
が
夢
だ
っ
た
の
で
す
。

現
在
の
市
民
会
館
で
は
、
狭
い
の
で

単
独
の
発
表
会
し
か
で
き
ま
せ
ん
の
で
。

中
央
公
民
際
の
施
設
に
は
、
多
目
的

に
使
え
る
ホ
ー
ル
が
あ
れ
ば
便
利
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

運
営
面
で
は
、
利
用
者
が
自
由
に
、

使
い
や
す
い
内
容
に
し
て
ほ
し
い
こ
と

と
、
や
は
り
、
公
民
館
と
し
て
専
任
職

員
を
配
置
し
て
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る

ふ
つ
に
と
い
う
の
が
。
私
の
一
番
の
願

い
で
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
す
Ｉ
プ
ン
行
事
心

は
、
ぜ
ひ
市
民
参
加
の
内
容
を
考
え
て

い
た
だ
政
た
い
で
す
ね
。
市
内
に
は
多

く
の
サ
ー
ク
ル
が
育
っ
て
い
ま
す
の
で
。

児
童
書
関
係
の
充
実
を

後
藤
礼
子
さ
ん
（
一
″
歳
）

（
宇
治
蔭
山
）

中
央
図
書
館
に
、
児
童
吋
開
架
室
が

設
け
ら
元
る
こ
と
を
聞
い
て
、
シ
れ
し

く
思
っ
て
い
未
了
。

私
は
、
市
民
図
書
室
の
「
絵
本
の
合

と
い
う
、
読
み
聞
か
せ
を
中
心
に
し
た

研
究
サ
ー
ク
ル
の
世
話
役
を
し
て
お
り

ま
す
。
活
動
の
中
で
、
市
の
規
模
か
ら

み
て
、
本
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。図
書
室
の
利
用
者
の
立
場
か
ら
の
希

望
と
し
て
は
、
読
み
聞
か
せ
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。
三

歳
か
ら
五
歳
の
低
年
齢
か
ら
禾
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
迎
営
を
図
書

室
の
仕
事
と
し
て
、
と
り
あ
げ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

催
し
物
で
も
、
参
加
し
や
す
い
条
件

づ
く
り
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
講
演
会

を
開
い
て
も
保
育
が
つ
い
て
い
な
け
れ

ば
参
加
で
き
な
い
人
が
出
て
ぐ
る
と
思

い
ま
す
。

最
も
、
本
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
子
ど

も
連
れ
の
婦
人
が
、
社
会
教
育
か
受
け

る
条
件
づ
く
り
を
す
す
め
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

配置図
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7月17日にプール開き

七
月
十
七
Ｅ
㈲
か
ら
黄
柴
公
園

と
西
早
治
公
園
に
あ
る
市
民
プ
ー

ル
が
亨
・
・
プ
ン
し
ま
す
。

両
市
民
プ
ー
ル
に
は
、
五
十
じ

プ
ー
ル
と
幼
児
プ
ー
ル
が
併
設
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
は
一
万
人
の
市

民
が
利
用
し
ま
し
た
。

今
年
も
水
泳
か
薬
し
ん
で
く
だ

▼
黄
架
公
園
プ
ー
ル

さ
い
。

▼
開
場
日
時
・
：
下
表
、
た
だ
し

雨
天
の
場
合
、
’
水
温
低
下
な
ど
に

よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
ｙ
入
場
料
・
：
お
と
な
二
百
円
、

中
学
生
以
下
五
十
円
。

な
お
、
両
プ
ー
ル
と
も
駐
車
場

が
狭
く
混
雑
Ｌ
蚤
す
の
で
、
車
で

の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
市
民
体
育
課
）

市民プール開場日程

）ぐ 1011121314151617

7／17

7／18～20 ｜………………

7／21～7／31

8／1－30
………………＝』

8／31 ‥‥‥‥‥，……｜

お
知
ら
せ

市
職
員
を
募
集

・
土
木
技
師
・
：
昭
和
3
0
年
4
月
2

日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

以
上
の
学
校
で
土
木
の
課
程
を

修
得
し
た
人
、
人
募
集
。

Ｖ
試
験
…
7
月
1
6
日
巾
、
午
前

9
時
か
ら
Ｖ
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
職

員
会
館
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
販
の
履

秋
の
市
営
結
婚
式

挙
式
希
望
者
を
募
集

ふ
萩
、
市
営
結
婚
式
か
示
げ

β
れ
る
人
か
募
集
し
て
い
ま
す
。

挙
式
可
能
日
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
希
望
者
は
、
日
時
か
選

ん
で
八
月
十
日
ま
で
に
市
民
心
一

館
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

歴
書
に
記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以

内
の
本
人
の
写
真
を
は
り
、
職
員

課
に
あ
る
申
込
書
但
荼
を
、
7

月
1
9
一
日
か
ら
1
5
日
ま
で
に
職
員
課

へ
。
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
し

ま
せ
ん
。

（
職
員
課
）

ア
ル
バ
イ
ト看

護
婦
募
集

ｖ
応
募
資
格
・
：
看
護
婦
、
准
看

護
婦
の
免
許
か
肴
す
る
人
▼
募
集

人
員
・
：
よ
▼
雇
用
期
間
・
・
・
7
月

2
5
日
Ａ
1
1
月
Ｈ
日
（
予
定
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
7
月
1
2
日
1
1
8
日
ま
で

に
市
販
の
履
歴
書
に
最
近
6
ヵ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
は
り
、

の
予
約
期
間
に
予
約
の
な
い
も

の
は
受
け
付
け
で
空
ま
せ
ん
。

Ｖ
挙
式
可
能
日
・
・
・
1
0
月
8
日
、

9
日
、
2
0
日
、
2
6
日
、
2
9
日
、

3
0
日
、
1
1
月
3
日
、
1
5
日
、
2
4

日
、
2
7
日
。
3
0
日
▼
挙
式
時
間

免
許
証
の
写
し
か
ぷ
え
て
保
健
予

防
課
へ
。
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
（
保
健
予
防
課
）

一
般
水
泳
教
室

▼
と
き
＝
・
7
月
2
6
日
肉
～
2
9
日

冊
、
8
月
2
日
図
～
5
日
出
の
8

日
間
、
午
後
6
時
～
8
時
Ｖ
と
こ

ろ
・
＝
西
宇
治
公
園
プ
ー
ル
Ｖ
対
象

と
定
員
・
・
。
・
中
学
生
以
上
5
0
人
▼
参

加
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
…
市
民

体
育
課
（
尽
了
1
4
1
）
へ
。（

市
民
体
育
課
）

歯
の
ひ
ろ
ば

歯
科
検
診
や
歯
み
が
き
指
導
、

そ
し
て
障
害
児
の
歯
科
検
診
や
歯

・
・
・
午
前
1
0
時
と
午
後
1
時
の
2

回
▼
申
し
込
み
・
：
予
約
さ
れ
た

挙
式
日
の
1
5
日
前
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
に
記
入
し
、
挙
式
手

数
料
二
千
円
を
そ
え
て
。
新
郎

新
婦
の
控
室
や
披
露
宴
会
場
を

使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
使
用
料

か
多
え
て
申
し
込
み
罵

く
ゎ
し
い
こ
と
は
、
市
民
会

館
（
Ｂ
ｃ
2
8
0
4
）
へ
。
吊
民
会
館
）

み
が
き
指
導
な
芦
召
行
わ
れ
ま
ず
。

▼
と
き
…
7
月
1
6
日
川
、
午
前

1
0
時
1
正
午
、
午
後
1
時
～
2
時

半
ｖ
と
こ
ろ
…
宇
治
市
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
ｙ
内
容
：
虔
示
、
映
画
、

フ
″
素
塗
布
、
検
診
、
歯
み
が
き

指
導
な
ど
。（

京
都
府
歯
科
医
師
白

夏
の
料
理
教
室

ｖ
と
き
・
。
・
・
7
月
2
7
日
㈲
、
午
後

1
時
か
ら
ｖ
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
習
内
容
・
：
家

庭
で
で
き
る
ス
タ
ミ
ナ
料
理
▼
講

師
・
・
・
料
理
研
究
家
・
星
野
美
智
子

さ
ん
▼
受
講
料
・
：
無
料
、
た
だ
し

材
料
費
千
円
が
必
要
▼
定
員
・
・
・

3
6
人
ｖ
申
し
込
み
・
：
材
料
費
か
そ

え
て
、
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
帛
治
里
尻
7
1
－
9
）
へ
直
接
お

越
ト
て
だ
さ
い
。

（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集

ｙ
応
募
対
象
・
：
小
学
校
3
年
生

以
下
の
児
童
（
第
1
部
）
か
ら
一
般
（
第
5
部
）
ま
で
、
府
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
▼
締
め
切
り
・
：
9
月
5
日
▼
提
出
先
…
京
都
府
統
計
協
心
一
（
〒
一
一
一
京
都
市
上
京
区
下
立
売
新
町
西
入
、
京
都
府
統
計
課
内
）
。
募
集
要
項
は
、
各
小
・
中
学
校
や
学
校
教
育
課
、
企
画
課
に
あ
り
ま
す
。
（
企
画
課
）

留
学
生
の
民
泊
家
庭
募
集

関
西
外
国
語
大
学
で
は
、
九
月
に
来
学
す
る
外
国
人
学
生
の
受
け
入
れ
家
庭
を
探
し
て
い
ま
す
。
食
事
な
ど
家
族
と
同
じ
も
の
で
ょ
ぺ
日
本
の
風
俗
、
習
慣
奮
天
際
に
体
験
す
る
の
も
留
学
生
に
と
っ
て
ょ
い
勉
強
で
す
。
家
族
に
英
語
が
話
す
9
人
が
い
な
く
て
も
辞
書
を
片
手
に
十
分
意
思
は
通
じ
ま
す
。
▼
期
間
・
：
9
月
初
旬
か
ら
1
2
月
末
ま
で
の
約
4
ヵ
月
間
▼
謝
礼
・
：
月
額
四
互
八
千
円
介
月
と
1
2
月
は
暖
房
費
四
千
円
か
遣
加
）
ｙ
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
：
関
西
外
匹
哭
学
国
際
交
流
課
（
≪
0
7
2
1
⑩
6
7
5
1
）
へ
。
（
関
西
外
語
大
学
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
1
4
日
か
ら
予
約
受
け
付
け

市
町
村
振
興
宝
ぐ
じ
（
サ
了
‐
ジ
ャ
ン
ボ
宝
ぐ
じ
）
の
予
約
が
七
月
十
四
日
か
誕
蚤
り
ま
す
。
く
ゎ
し
い
こ
と
は
、
七
月
十
四
日
の
新
聞
（
朝
刊
二
唇
覧
く
だ
さ
い
。
（
市
咀
膿
興
協
合

維持管理は専門業者で

し
尿
浄
化
槽
は
、
維
持
管
理

が
十
分
に
行
り
れ
な
い
と
、
そ

の
機
能
を
果
た
”
ヂ
、
浄
化
さ

れ
な
い
ま
‘
’
汚
水
が
流
れ
で
て
、

河
川
の
汚
れ
や
悪
臭
な
ど
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
‘
他
人
に
迷
惑

か
が
け
な
い
ぶ
つ
、
ま
た
快
適

な
生
活
誓
営
寺
る
た
め
、
し

尿
浄
化
槽
の
正
し
い
維
持
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

微
生
物
が汚
物
を
分
解

し
尿
浄
化
槽
は
、
槽
内
に
生

き
て
い
る
微
生
物
が
汚
物
牽
食

べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
解
し
、

汚
水
雪
範
い
に
す
る
機
能
を

も
っ
た
設
備
で
す
。

し
ぶ
し
、
こ
の
微
生
物
は
、

デ
リ
ヶ
Ｉ
ト
な
生
参
な
の
で
、

空
気
の
不
足
や
酸
や
ア
ル
カ
リ

の
強
い
環
境
で
は
牛
活
1
荼

せ
ん
。

そ
こ
で
、
微
生
物
が
活
発
に

活
動
で
き
る
ぷ
つ
に
人
が
め
ん

ど
ラ
を
み
て
や
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

1
、
定
期
的
に
維
持
管
理
す
る

こ
と
が
法
令
で
決
め
ら
れ
て

い
未
了
。

2
、
維
持
管
理
は
専
門
業
者
に

書
刄
そ
ぐ
だ
さ
い
。

3
、
業
者
が
点
検
奮
耳
と
き

は
、
必
ず
立
ち
会
い
、
点
検

結
果
に
よ
っ
て
維
持
管
理
に

つ
い
て
指
導
・
説
明
を
受
け

て
ぐ
だ
さ
い
。

（
清
掃
課
）

市
史
第
三
巻
「
近
世
」

増
刷
・
発
売
中

『
宇
治
市
史
』
全
六
巻
の
う

ち
第
三
巻
「
近
世
の
歴
史
と
景

観
」
が
一
昨
年
か
旨
窃
れ
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び

増
刷
し
、
今
日
か
ら
発
売
し
て

い
ま
す
。

こ
の
第
三
巻
は
、
江
戸
時
代

に
里
程
支
配
し
た
上
林
代
官

や
伝
統
の
あ
る
宇
治
茶
業
の
展

開
、
中
国
僧
隠
元
を
開
祖
と
す

る
万
福
寺
な
ど
を
記
載
し
て
い

て
、
江
戸
時
代
の
宇
治
の
歴
史

に
つ
い
て
解
明
し
て
い
ま
す
。

第
三
巻
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

歴
史
資
料
室
ま
で
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。
価
格
は
一
冊
四
千
円
で

す
。
郵
送
の
場
合
は
郵
送
料
一

冊
五
百
円
な
ぞ
凡
て
、
必
ず
現

金
書
留
で
歴
史
資
料
室
（
干
6
1
1

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
、
宇
治
市

役
所
内
）
ま
で
送
金
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

ま
た
、
第
一
巻
「
古
代
」
、
第

二
巻
「
中
世
」
、
第
四
巻
「
近

代
」
、
第
五
巻
「
宇
治
川
東
部
の

牛
活
と
環
境
」
、
笙
ハ
巻
「
宇
治

川
西
部
の
牟
活
と
環
境
」
も
発

売
し
て
い
ま
す
。

（
歴
史
資
料
室
）

216

子
ど
も
菓
子
づ
く
り

講
習
会

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
友
だ
ち

と
一
緒
に
お
菓
子
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
…
7
月
3
0
日
川
、
午
前

1
0
時
～
午
後
零
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

木
幡
公
民
館
▼
内
容
・
：
デ
ザ
ー
ト

ク
レ
ー
プ
と
フ
ル
ー
ツ
寒
天
ｙ
講

師
・
：
パ
ン
教
室
講
師
・
荒
木
｀
笑

子
さ
ん
▼
費
用
…
材
料
費
三
百
円

▼
対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
校
5

年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
▼
定
員
・
：

2
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
木

幡
公
民
館
へ
電
話
ま
た
は
来
館
で
。

お
や
つ
教
室

自
分
で
作
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
プ
リ
ン
と
、
お
店
の
味
と
ど

う
違
シ
か
な
。
み
ん
な
で
作
っ
て

食
べ
て
み
ぶ
つ
。

公民館のお知らせ

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
1
日
困
、
午
後

1
時
半
ト
3
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉

公
民
館
▼
対
象
…
小
学
校
5
・
6

年
生
▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
：
実
習
費
三
百
円
を

そ
え
て
小
倉
公
民
館
へ
。

夏
休
み
親
子

映
画
の
つ
ど
い

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
多
数

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
上
映
作
品
は
、

ｃ宇治市公民館…宇治里尻71の

9（Ｓ＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ＳＲ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａ⑩4687）

玉夏休み親子映画のつどい

（
張
ぽ
お
う
）
」
で
長
編
力

時間 会場

8月

9日

出

午前1Ｏ時～11時半木幡公民館

午後ｉ時～2時半小介公民館

午後3時半～5時宇治市公民館

ラ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
7
5
分
）
。

新
着
フ
イ
ル
ム映

画
会

そ
公
尚
け
の
1
6
”
＾
■
＝
＾
フ
″
ル

ム
か
公
民
館
で
講
入
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ィ
ル
ム
の
映
画
必
一
を
三
公

民
館
で
開
き
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。

▼
日
時
・
会
場
・
・
・
左
表
Ｖ
上
映

作
品
・
：
「
お
じ
い
さ
ん
と
不
思
議

な
お
く
り
も
の
」
カ
ラ
ー
・
人
形

新着フイルム映画会の日程

日時 会場

7月16日巾午後2時－4時小倉公民館

7月17日（川）午前10時～正午木幡公民館

7月17日剛午後2時－4時宇治市公民館

劇
映
画
1
6
分
、
「
山
ね
ず
み
口
″

キ
ー
・
チ
ャ
″
ク
」
カ
ラ
ー
・
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
2
7
分
、
「
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
戦
争
」
カ
ラ
ー
・
児
童
劇

映
画
4
1
分
。

宇
宙
科
学
教
室

夜
空
に
輝
ぐ
星
の
観
望
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
宇
宙
の
話
か
聞
き

ま
せ
ん
か
。

宇
治
市
公
民

館
で
は
、
親
子

を
対
象
に
、
夏

休
み
向
け
の
宇

宙
科
学
教
室
を

開
き
ま
す
。

▼
日
程
・
テ

ー
マ
…
下
表
▼

時
間
…
午
後
7

時
～
9
時
▼
と

こ
ろ
…
宇
治
市

公
民
館
▼
講
師

・
・
・
明
星
天
文
館
館
長
・
江
上
賢
三

さ
ん
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
親
子

孚
戸
も
さ
ん
は
、
小
学
校
4
年

生
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま
で
）
▼

定
員
・
・
・
5
0
組
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
：
宇
治
市
公
民
館
へ
、
電
話

か
直
接
来
館
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

宇宙科学教室の日程とテーマ

日程 テーマ・内容

1 7／27匂
〈夏休みの研究の手引〉

太陽・月・星の観察のしかた

2 7／30出
〈天体観望会〉

夏の星座と金星・木星・士星の観望

3 8／3羽 〈天文講話〉インドネシアの皆既日食

4 8／6出
〈星と語ろう〉

星空とロマンと宇宙の神秘

戦
没
者
の
妻
や

父
母
に
特
別
給
付
金

▽
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金

戦
没
者
の
妻
で
国
債
（
継
続
分

い
号
）
の
最
終
償
還
（
五
十
八
年

四
月
三
十
日
）
夕
終
え
、
五
十
八

年
四
月
一
日
現
在
で
旧
軍
人
の
遺

族
年
金
な
ど
か
受
給
し
て
い
る
人

に
額
面
百
二
十
万
円
、
十
年
償
還

の
国
債
が
支
給
さ
れ
未
丁
。

▽
戦
没
者
の
父
ほ
に
対
す
る
特
別

給
付
金

戦
没
者
の
父
ほ
で
国
債
（
再
継

続
分
い
号
）
の
最
終
償
還
（
五
十

七
年
九
月
十
四
日
）
夕
終
え
、
五

十
八
年
四
月
一
日
現
在
で
旧
軍
人

の
遺
族
年
金
な
芦
岑
受
給
し
、
か

つ
氏
を
同
じ
く
す
る
自
然
血
族
た

る
子
も
孫
も
有
1
な
か
っ
た
人
に

額
面
六
十
万
円
、
五
年
償
還
の
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
昭
和
六
十
一

年
五
月
三
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所

社
会
課
で
請
求
し
で
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

市民プールで泳

ごう！

し尿浄化槽


	page1
	page2
	page3
	page4

